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1 コミュニティ・スクールは、学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させるこ   
 とで、一緒に共同しながら子供達の豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める仕組である。（文部科  






















































































































































































































































































第 1 号〜４号までが発刊されている。3 年後の 1981 年には、横浜開港資料館が神戸華
                                                








































































































































































































































































































































































                                                
4 老華僑とは 1972 年より前に来日した人々（可児 2002）。 











① 神戸中華同文学校行事（2012 年 2 月 18 日～の行事 12 回） 
② 神戸中華同文学校校長インタビュー記録（2013 年 8 月 6 日） 
③ 神戸中華同文学校家長会会長インタビュー記録（2013 年 7 月 21 日） 
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⑤ 神戸中華同文学校理事インタビュー記録（2014 年 7 月 28 日） 
⑥ 神戸華僑歴史博物館館長インタビュー記録（2015 年 2 月 25 日） 
⑦ 神戸華僑総会会長インタビュー記録（2015 年 2 月 26 日） 
⑧ 横浜山手中華学校校長インタビュー記録（2013 年 8 月３日） 
⑨ 横浜山手中華学校副理事長インタビュー記録（2013 年 8 月３日） 




⑮ 神戸中華同文学校 2013 年度、2015 年度学校紹介 
⑯ 横浜山手中華学校 2013 年度学校紹介 




















































































    
地図１ 神戸同文の位置（略図）        写真 1-1）戸口には一対の獅子が 
（注）神戸同文HPを元に筆者作成。       置かれている（筆者撮影）。 
 
                                                
6 横浜山手については、朴（2009: 161-163,165,166,182—183）、中華会館編・横浜開港資料館（2010: 59,75）、西村（1991:  
  334-341,359-390）、神戸同文については、朴（2009:164,166,184）、中華会館編（2000：106-108,150-153,186-187,206）  


























































   









   
  表１−２ 公立小学校授業時数 上段年間、下段週当り 













  表１−４ 公立中学校授業時数 上段年間、下段週当り 
  （注）文部科学省HPより、筆者作成 
 
 













































































































                                                
7 三つの刀、つまり理髪業（はさみ）、飲食業（包丁）、テーラー（はさみ）のことを指す（神戸華僑歴史博物館） 
8 買弁は、西洋人と日本人の仲介者として、居留地貿易における重要な役割を果たした。通訳。商品の買い付け、品 
  質検査、秤量などを行っていた（横浜開港資料館・財団法人横浜開港資料普及協会 1998: 58）。 
9 広駿源号（マッチ製造業）の創業者。生田神社前に工場を開いた（中華会館編 2000: 82）。 






























たとされる（中華会館編 2000: 150-154）。 
 1931年に満州事変が勃発すると、華僑が相次いで帰国したため、同校は1932年に一
時休校となった（中華会館編 2000: 186-187）。1939年に神戸華僑同文学校と神阪中
                                                
11 広東省新会県出身の学者・政治家（1869~1929）。康有為に師事し、戊戌の政変で横浜に亡命した。保皇会の中心人   
  物（横浜開港資料館 1993 : 78）。 
12 教育委員会 










当時の市電を一区間15貸切り通学電車とした（中華会館編 2000: 206,243-244）。 
    


























（中華会館 2000: 245）、「神戸同文学校が民族文化を継承する場」（中華会館編 2000: 
244）、「神戸華僑幼稚園と神戸同文学校は華僑子弟の教育や結束の面において大きな役
割を果たしてきた」（中華会館編 2000: 250）のである。 
                                                
16 大陸、台湾に分裂した当時、台湾国民党政府から多額の拠出金の話があったが、その拠出金と引き換えに台湾から 

























                                                
17 寥承志が 1954 年に神戸訪問の際に、華僑に「複雑かつ困難のもとであれば、強いて国旗を掲げるには及ばない。国 
  旗は何も門先に立てかけなくとも、心の中に掲げておけば足りるものである。在外華僑は、環境に順応した生活をし 




























職能団体、横浜華商会議所（横浜中華総商会）なども組織された（朴 2009: 162; 横浜
開港資料館 2009: 16-17,30; 中華会館編・横浜開港資料館 2010: 9,20）。  
 1894年に日清戦争が勃発し、華僑の３分の一が帰国した。しかし、戦争終結後回復
し、20世紀初頭には華僑社会は経済面だけではなく、学校の設立など社会面でも充実し
た段階に突入した（横浜開港資料館 1993: 70）。 
                                                
18 三国志の英雄関羽を祀る廟で、中華街の信仰の中心である。1871 年建立（横浜開港資料館 2010：21）。 
19 幕末から明治 13年まで居留地１３５番に存在した劇場と料理店を備えた娯楽施設オアーナーは華僑社会の有力者で
もあり中華会館理事の韋公圃。かしわそば、かもそば、うずらてんぷらなど日本人向けメニューと南京上酒、まんじゅ
う、しんこなども提供していた（横浜開港資料館 2009 : 20）。 








校長に康有為21一門の徐勤が就任し、初代名誉校長は犬養毅であった（朴 2009: 163; 中























                                                
21 広東省南海県出身の学者、政治家（1856~1927）。1898 年戊戌変法を行ったが失敗に終わる。横浜に亡命し日本で 
  立憲君主制を主張する保皇会を組織した（横浜開港資料館 1993: 78） 
22 1952 年に学校をめぐり台湾の中日代表団が、新中国を支持する教師を学校から排除した。台湾から校長と教師を派 
  遣させ、1952 年８月１日に学校を占拠し、９月１日始業式に参加しようとした教師と生徒を排除した。下の学校の八 
  百数十名の生徒のうち約六百余りが学校を出た。そのうち 80 名は台湾系へ残りの百数十名は日本の学校へ転校した







学校山手臨時校舎」として600名余りの児童生徒が学んだ（西村 1991: 340; 朴 2009: 





























































                                                
23 関羽を祀る宗教施設。関羽は三国時代蜀の武将で、商売の神様として中国人の崇拝の対象となっている。 
24 現在の神戸市中央区中山手通 7 丁目 
25 現在の神戸市長田区滝谷町 




















































































































とです。現在の 6 歳から 15 歳の義務教育年齢中国人人口は 2 万 6 千人から 2 万 7 千
人、そのなかの②約 170 人だけがうちに入学。何度も新華僑の人は学校を作ろうと
言うが、できていない。それは学校設立運営というのは、③すべてを賭けてするもの
だからそこまでしようとする人がいないんだと思う」（潘校長 2013 年 8 月 3 日） 
「日本全国の中国籍は増加しているが、中華学校は 5 校のまま。新華僑は学校を作り

















































































































ら 4 名の幹事が選ばれる。会長 1 名、副会長 2 名、書記 2 名、会計 1 名、福利部部長・
文化部部長・ベルマーク部長各部長 1 名の計９名が常任幹事と呼ばれる執行部である。
家長会には、福利部・文化部・ベルマーク部という三つの活動部がある。部長は各 1
名で、副部長は福利部が 8 名、文化部・ベルマーク部が 2 名である。その下に、福利部














































































































































































































 「115 周年の寄付で 3000 万円を目標にして最初は集まらないと思っていたが、現在
2500 万円集まった。100 万円以上の寄付者の中に 115 周年にちなんで 115 万円を寄
付してくれた新華僑がいた」（楊校長 2014 年 4 月 24 日）。 
 





 「先日の 115 周年の寄付の名前、載っているか」と夫が「学校通信」の自分の名前の
確認を促した。「ちょっと待って。ああ、載っているね」と私が答えると、夫は「学

























































































校長 2015 年 11 月 15 日）。「この家長活動は 1950 年代から続いているんですが、昔
は、各家庭が 100 グラムの砂糖と 100 グラムの米を拠出しました。それで、ちらし寿
司を作って販売しとったんですよ。元手は各家庭にお願いしてその収益を全額学校の教















































いては、第 5 章においてより深く探りたい。 
 
 
       





          
写真 2-3）横浜中華学院正面に    写真 2-4）神戸同文入口新年の啓示 

































布資料によると、2005 年 5 月の外国人学校数は、全国に国際学校が 24 校、民族学校
等が 93校あるとされた。児童生徒数は、国際学校が 9,350人で、その内の 36.3％の 3,398










































32 International Baccalaureate.スイスの財団法人 国際バカロレア機構（Organisation du Baccalaureat  












いうことで授業に入れたとしても最大限 1 週間に 2 時間である。横浜山手の現行の教育





















                                                
33 潘校長が、上記の民族語の授業時間の確保に加えて労働組合の設置を問題として指摘したことは非常に興味深い。 
  先行研究では、教育の問題に分析が偏重してきたが、日本の法規上の規定に沿った労働組合の導入は、学校運営に関 








等学校へは 1976 年までは神戸同文の生徒は 1〜2 人の進学であったのが、2000 年代に































 表 3－1 神戸同文の公立学校への進学状況 
  （注）神戸同文 HP より筆者作成。 
 




表 3－2 私立学校への進学状況 






  表 3－3 卒業生の国公立学校への進学状況 











える人です」（楊校長 2013 年 8 月 6 日）。 
 
神戸市は、全国に先駆けて 1973 年 6 月中国天津市と友好都市を締結した。周恩来首
相の意向も強かったが、神戸華僑総会の力も大きかったとされている。同じく神戸華僑








































発音になれるという意味で。教員 17〜18 名は中国生まれを採用している」（潘校長 
2013 年 8 月 3 日）。 
 











2 割を構成しており（横浜山手中華学園編集委員会 2005: 496）、在日華僑・華人にと
って中国語が母国語から文化やアイデンティティの問題、あるいは仕事に使える国際語
としての役割へと転換していることが明らかとなっている。 

































































































































長）経由で 12 名、合計 24 名から回答を集めた。有効回答数 23 名であった。フェース・
シートには、1.記入年月日 2013 年（ ）月（ ）日 2.可能ならお名前/イニシャル
（         ）3.来日経緯 留学、就学、華僑子孫、その他 4.年齢 20 代・
30 代・40 代・50 代・60 代〜 5.性別 男・女 6.家族形態 父母中国人 父中国人母
日本人 父日本人母中国人 父母日本人 その他 7.居住年数 父（   ）年 母













父が C・母が J（日本人）３組、父が C・母が K（韓国人）１組、父が J・母が C１組
である。新華僑は、11 組である。そのうち両親ともに C（中国人）４組、父が C・母




名、40 代が 14 名、50 代が１名、無回答１名である。 
 
 







計 6（４） 17（７） 10（５） 
両親 C 2 7 1 
父 C 母 J 2 7 4 
父 J 母 C 1 3 3 

















表 3－2 学校教育に対する満足度 
  内訳 大変満足 満足 やや満足 普通 
合計 23(12) 13(6) 1(1) 6(4) 3(1)
両親 C 11 5   1 2
父 C 母 J 9 4 1 3   
父 J 母 C 4 2   1 1
両親 J 4 1   1   
 






































































































































































































































































































































































    
   
写真3-2）神戸同文と横浜山手家長会交流会 写真3-3）言語教育改革後最も重要だと 





































































































より 1992 年 9 月から毎月第二土曜日が休校日になり、1995 年４月からは第 2 土曜日
に加えて第 4 土曜日も休校日となった。2002 年４月からは毎週土曜日が休校日となり
完全週五日制になった。日本の公立小学校では、１年生で週あたり 25 時間、２年生で
26 時間、３年生で 27 時間、４年生以上で 28 時間へと週あたりの総授業時間数が減少
したが、神戸同文では 1987 年以降、１年生 26 時間、２年生 27 時間、３年生 31 時間、
４年生 32 時間、５年生以上で 33 時間と日本の公立小学校よりも多くの時間をもち、
この総時間数は 1992 年以前から変化していない。日本の教育がゆとり教育へと変革さ














 表４−１ 神戸同文小学部時間割  
 注）神戸中華同文学校編（2000）神戸中華同文学校百周年記念册172-173、 神戸中  





















時間減らす代わりに、1 年生に 1 時間増加がみられる。3 年生以上では新たに「書法」
（書写）の時間割当が設けられ、週 1 時間を確保している。また「日本語」は、1954
年では５、６年生でのみ実施されていたが、1971 年では 3 年生から導入されている。 
 
 
表４−２ 神戸同文中学部時間割  
 注）神戸中華同文学校編（2000）神戸中華同文学校百周年記念册 172-173、 神戸





































































































 表４−３ 2013 年 6 月 1 日 小学２年甲組中国語授業参観記録 




   










である中国語は、1 年生は単語提示が多いが 2 年生では文となり、しだいに一文が長く
なっていく。また、学習言語は中国語を使用しつつも、小学校 1 年生の学習では入学直
後の理科の観察ワークシートでは全て日本語である。2 学期も夏休みの思い出のワーク













最も効果の上がらない方法であると指摘している（中島 2007: 226）。 
また、Lambert & Tucker らは、「その社会が二言語、または多言語に堪能な人材を
必要とし、その育成に真剣に取り組もうとする場合は、その環境で最も伸ばしにくい、
つまり放置すれば消えてしまうことばを学齢期の初期に（学校言語として）優先的に使
                                                
36 １年生保護者向け授業参観 2012 年６月２日、11 月 13 日、2013 年２月３日、２年生保護者向け授業参観 
  2013 年６月１日全て科目は語文（中国語）である。 
37 使い分けには、①二言語交互使用型：一日を午前午後に分けて二言語を使用する。②継続発達型：言語 Y で教育を 
 始めて Y の読み書きの力が安定したら、言語 X での授業を導入。③繰り返し型同じ教科内容を両言語で学習する。 
  ④同時通訳型：授業の中で学習者の理解できない単語や概念があった場合、即座にその場で学習者のわかる言葉を添  
  えて理解を助ける。⑤内容選択型：教科の内容によって言葉を使い分ける。例えば、環境汚染という課題を扱う場、 
 概念的、抽象的な面は生徒の強いことばで教え、具体的な内容は生徒の弱いことばで教える。⑥予習・復習型：教科 
 の内容を生徒の母語で予習した後、現地語で授業を受け、次に大事なポイントを生徒の母語で復習する方法。⑦週末 
  放課後補助型：平日は現地語で学校生活をし、週末又は放課後数時間、生徒の母語の学習、又は母語を使って教科学 
  習をする。⑧通信教育型：平日は現地語で学校生活をし、通信教育で母語を使って教科学習の補助をする（中島  





















































   
写真4-1) 小学部２年生 算数科 除法の包分除を指導する教師（左）学習する児童（右） 
いずれも筆者撮影。 
  
                                                
38 言語を「読む」「書く」「話す」「聞く」の４つの技能に分けた時に、二言語でその４つの技能をできることをバイリ 









































 表４−５ 授業参観記録 
 
 






































1 時間から 2 時間を要する。筆者が教鞭をとってきた日本の公立学校においては、10
分×学年が日本の公教育の宿題時間の目安であるとされていた。つまり、1 年生では 10









                                                






























４−６．学校コミュニティの多層性が生み出す神戸同文の学習方法への保   






















































































































































【いつも 100 点満点の新華僑の子ども】 
  夫と同郷だということで親しくなった新華僑の母親は、「中国式のスパルタ教育」
によって、子どもに完璧に教科書やノートを丸暗記させているという。そのため、彼

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論じるものである（ex. 縫部 1995; 岡崎 1997; 佐藤・斎藤・高木 2005; 川上 2006）。










なされるようになった（佐藤・斎藤・高木 2005; 川上 2006; 佐藤 2010）。しかしな
がら、JSLカリキュラムは実践者の多様な授業づくりに対応できるようになっている反
面、実践者にとって負荷が高いものになり、実践者力量が必要であると指摘されている
（佐藤 2010: 113）。 
第２の研究群は、外国人児童に適応を強いる日本の公立学校の文化の問題を論じるも






















                                                
41 Cummins（1991）が、サブマージョン環境（授業言語がわからずに授業に放り込まれ、授業が理解できない状況）に  
  ある少数言語児童による第二言語の習得を、CALP（Cognative Academic Language）と BICS（Basic Interpersonal  
  Communicative Skills）に二分し、BICS は人と対話する言語能力であり、CALP は思考や学力と関係があり、この習得  












































7013 人（前回調査平成 22 年度 2 万 8511 人）で、前回から 1498 人減少している。 
 一方で、日本語指導が必要な日本国籍児童生徒は 6171 人（前回 5496 人）で、675












































































２． 神戸市 X 校の支援実践と支援児童の概要 
 本節では、神戸市 X 校での外国人児童に対する支援実践と分析対象とする A の基本
的な背景を明らかにする。 
 
２−１ X 校における外国人児童に対する実践 













A はカリブ海の F 国出身日系４世の男児であり、来日当初は小学校４年生であった。  
A は両親と妹、父方の叔母とその子どもと同居していた。父親が 10 年前に出稼ぎで来
日し、A はごく短期間の来日の後に母親と妹とともに 2006 年 9 月に再来日し、日本で





















年 4 月 17 日面談記録） 
 





次に学習者としての A 個人の特質について述べる。A は、2008 年 6 月 19 日に実施
したＹ−Ｇ性格検査の結果では、外向性で活動的、情緒は安定しているが非協調的であ
るとなった。A に対する支援は計 138 回行われた。日本語学習プロセスに関する分析
は稿を改めて論じたいが、A による日本語学習能力はごく平均的なレベルで培われた。
支援開始から 136 回目の 2008 年 7 月 10 日に実施した日本語能力測定法（Oral 
Proficiency Interview）による日本語能力会話テスト記録によれば、OPI 基準 stage3
になった。 
ただし１年半の取り出し授業では、日本語習得における BICS（Basic Interpersonal 
Communicative Skills）の獲得はなされても、通常 7 年～8 年かかるとされる CALP






















た時に A は泣いて職員室を飛び出している。来日 4 か月目の 2007 年 1 月からは、「サ
ポーター」も彼の支援に当ることになった。教室での通訳支援では右側に着席した「サ
ポーター」の通訳が聞こえないように、右耳を手で覆い肘をつくなどの態度を採ってい

























をめぐる不安と期待、昨晩の F 国料理の献立」（2006 年 10 月 31 日支援 10 回目）「F
国の良さ、郷愁の念（支援者にも F 国に遊びに来てほしいこと）」（2007 年 7 月 4 日支
援 44 回目）「自然学校の思い出（指導スタッフが良い人で別れ際に皆で歌って泣いたこ











2006 年 10 月に来日以降、児童Ａは、何度もクラスメートとのトラブルを経験してい
た。多くのトラブルは A の不十分な日本語理解に起因し、日本語で言い返すことが困
難な理由からしばしば暴力をともなう諍いへと発展した。特に来日直後の頃は、クラス
メートが A に対し言った内容を全て悪いことだと捉える傾向があった。 
 
  A に休み時間にトラブルはなかったかと尋ねたところ、滑り台で遊んでいたら、「何










れた A が彼を叩いたらしい。A に「高おに」について説明し「君が鬼だよ」という
と、泣きながら去っていった。過剰に「鬼」という言葉に反応していたため、「鬼は
順番に変わる」というルールを再度丁寧に説明すると、機嫌が直り勉強した（2006












ックスの裏返しだと思う（「サポーター」、2008 年 5 月 13 日）」「けんか相手の話をし
ょっちゅうしていた。人間関係については付き合い方の違いで上手くいっていなかった。
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おわりに 
 
 先日、ふらりとかつての勤務校であるインターナショナル校の「オクトーバー・フェ
スト」に参加した。普段はあまりにぎわいの無い、人工島の駅周辺も小さな子ども連れ
や、外国人親子等でにぎわっていた。学校の近くに行くと、ソーセージを焼く香ばしい
匂いが立ちこめていた。扉を開ければ、ここぞとばかりに民族衣装を着けた学校教員が
食券や模擬店での物品販売、子どものゲームの呼び込みや手引きなどをしている。校庭
に特設された何張りものテント下は、模擬店で売り出されたフードやビールを飲み食い
する人々で溢れかえっていた。また、校庭正面のステージでは日本人で構成された民族
音楽団が民族音楽を奏で、ビール祭りにふさわしい雰囲気を醸し出している。ソーセー
ジを焼く男の人には日本人父の姿が多く見られた。子ども達の顔は一見して「純粋な」
日本人ではないと分かる顔立ちが揃う。 
 創立100年を超える老舗の民族学校として始まったこの学校も2000年を越える頃か
ら本来の民族学校に加え、英語を授業言語とするインターナショナル・スクールを併設
した。同じ敷地内に授業言語の異なる学校が共存していた。それぞれに幼稚部、プリ・
スクールを持つ初等教育学校である。英語インターナショナル・スクールの併設は、児
童数の確保つまり、経営・運営上の方策である。民族学校の方は主たる構成員であった
はずの人々が勤める企業の日本からの撤退、縮小により児童数が激減し経営が立ち居か
無くなった。しかし、英語インターナショナル・スクールの方は、児童数を倍以上に伸
ばし校地移転・新校舎設立を契機にさらなる活況を生み出している。 
 筆者自身、就学年齢に達した児童を持つ保護者として様々な民族学校やインターナシ
ョナル・スクール、有名私立大学の附属小学校を見学した。そして、義務教育を放棄す
ることが、「公立以外の学校の選択ができる」という限られた層の親のアクセサリーで
もあることを、今でも否定できないでいる。 
 神戸同文を対象に研究を終えて、110年を越える学校を存続させることは並大抵では
ないと改めて感嘆する。筆者の母校も神戸では老舗の中高女子一貫教育校であるが、
100周年を越える辺りから揺らぎ期を迎え、少子化とも相まって現在大変な苦難を強い
られている。ましてや移民の学校が117年の歴史を継続していることはなにごとぞと思
わずにいられなかった。今回の調査で、その秘訣が少しだけ明かされたように思う。 
春風が吹く中、私は今神戸南京町広場で「興隆春風祭」の神戸同文の子らの獅子舞に
見入っている。老新交えた華僑と神戸人との多文化創生の歴史を振り返るとともに、居
住する物理的空間を同じくする人々の集まりである「ローカル・コミュニティ」と様々
なビジョンや価値観、関心などを共有する人たちが集まる「テーマ・コミュニティ」を
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持つ地域、この後者が新華僑なんだと感じる。それは、彼らのIT駆使のネットワーク構
築の素早さには脱帽すると同時に、目に見える物理的空間を共有しなくとも十分、空中
的コミュニティで彼らは瞬時につながっている。それも地球的規模で。老華僑は、旧来
の発想に新風を吹き込み、新華僑のこの素早さを理解し、「手続き」を変えることによ
って、神戸華僑社会の礎をより強固にすることができるのではないかと思う。この春風
が新風をどう取り込むのか、私の興味は尽きないがこれにて筆を置くことにする。 
